
「
国
語
尊
習
蘭
導
墾
・
.
r
国
層
学
習
指
導
表
」
・
「
国
葡
指
層
計
層
凄
」

・
・
-
　
尾
道
兼
高
~
1
九
五
三
年
度
入
学
者
の
三
年
間
　
-

1
九
五
三
年
(
昭
和
二
十
八
空
四
p
q
は
私
が
高
校
教
師
に
な
っ
て
四
年
目

を
踏
み
也
し
た
年
で
あ
る
∵
て
ん
て
国
語
教
師
と
も
て
は
'
再
出
発
を
し
よ
う

と
し
た
年
で
あ
る
二
九
五
〇
年
(
昭
和
二
十
五
年
)
三
月
に
広
凄
尚
等
師
範

学
校
を
専
業
し
て
'
四
月
広
島
県
尾
道
兼
高
等
学
校
教
諭
と
な
っ
た
。
し
か
し
'

あ
ま
り
暖
が
す
わ
ら
ず
'
T
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
持
ち
上
が
っ
て
三
年
間
を

過
ご
し
た
。
_
一
九
五
三
年
(
以
下
5
3
年
の
ど
と
-
表
記
)
四
月
'
再
び
7
年
生

の
担
任
ヰ
7
年
生
の
国
語
の
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
5
3
年
か
ら
学
習
指
導
の
記
録
を
と
.
渇
こ
と
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
記
録
は
'

5
3
年
度
は
r
昭
和
g
3
年
度
国
語
学
習
綴
」
と
表
紙
に
書
い
て
い
る
。
朗
年
度

4

一
昭
和
二
十
九
年
度
)
は
「
9
5
年
度
国
語
学
習
指
導
表
(
第
二
学
年
普
通
・
生

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

活
科
こ
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
5
5
年
度
(
昭
和
三
十
年
度
)
　
は
r
9
5
年
度
国

l

語
指
導
計
画
表
(
普
通
科
国
甲
些
j
と
変
わ
っ
て
い
る
.
い
ず
れ
も
学
習
指
導

注

の
計
画
と
反
省
を
届
き
入
れ
た
西
洋
紙
大
の
記
録
用
紙
を
T
年
分
綴
っ
た
も
の

で
あ
る
。
同
じ
形
式
の
用
紙
を
三
年
間
使
っ
て
い
る
の
に
年
度
毎
に
表
題
を
変

え
て
い
る
。

5
3
年
眉
や
&
%
卑
涯
に
か
け
て
の
三
年
間
は
'
同
T
の
学
習
者
右
二
年
・
1
I

s
i
 
-
-
∴
ニ
‥
∵
1
:
,
 
'
,
蝣
>
上
　
っ
た
'
こ
・
W
-
t
l
'
'
4
-
〕
-
 
'
-
'
"
2
-
-
!
.
-
"
r
¥
中
で
も
,
へ
　
そ
C
 
L
l

の
5
0
年
度
か
ら
㍊
年
度
に
あ
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
後
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

野
　
＼
宗
　
　
睦
　
　
夫

さ
ら
に
記
録
を
せ
る
こ
と
も
へ
そ
9
後
は
カ
ー
ド
を
中
心
に
し
て
い
る
の
で
、

三
年
間
が
漕
と
ま
っ
て
記
録
と
し
て
残
さ
れ
た
の
僧
こ
の
三
年
間
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
'
同
T
の
学
習
者
に
対
し
て
高
校
三
年
間
の
学
習
指
導
を
し

た
記
録
は
私
に
と
っ
て
は
唯
言
も
の
で
あ
る
。
こ
~
の
記
録
を
考
察
す
る
こ
と

は
へ
　
い
-
つ
か
の
実
践
の
課
題
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
'
そ

の
後
勿
国
語
教
師
と
し
て
の
私
に
と
っ
て
源
泉
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
見
出
せ

る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
'
こ
の
実
践
記
録
を
高
等
学
校
・
(
新
劇
)
.
国
語
科
教
育
史
を
個
体

史
の
上
か
ら
満
て
行
-
た
め
の
試
論
と
l
し
て
の
役
割
も
考
え
な
が
ら
概
観
し
て

み
た
い
。

a
年
度
.
(
昭
和
二
十
八
年
度
)
は
∵
昭
和
二
十
六
年
の
学
習
指
導
要
領
の
規
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す
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お
お
ら
か
さ
潮
当
時
の
学
校
内
に
あ
っ
.
た
の
で
満
ろ
>
c
v
>
:
の
び
の
・
び
七
思

い
通
り
に
第
一
学
年
の
普
通
科
全
員
四
グ
ラ
ス
を
過
二
十
時
間
の
中
で
取
り
細
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字
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:
こ
　
(
大
&
W
.
z
V
-
小
.
=
)
　
と
H
じ
-

r
言
語
編
L
で
あ
っ
た
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5
3
年
度
入
学
の
尾
道
兼
高
等
学
校
葬
丁
学
年
の
最
初
は
次
の
よ
う
な
*
元
で
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導
入
　
1
時
間

A′B A

自
己
紹
介
の
作
文
　
P
I
3

国
語
の
生
活
の
調
査
　
6

作
文
の
形
式
.
2

L
・
川
'
　
　
　
の
-
・
蝣
'
ォ
蝣
'
-
(
蝣
蝣
・
-
蝣
-
"
・
-

C
　
エ
マ
ス
ソ
日
記
抄
　
ヲ
リ
ソ
ト
)
　
6

補
　
よ
り
よ
い
文
章
-
(
t
i
n
語
窮
一

D
.
心
を
育
て
る
墾
古
谷
網
武
(
文
学
掃
一

E
　
私
の
存
在
　
有
島
武
郎
(
プ
-
ソ
上

l
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I

こ
の
単
R
の
指
導
目
標
は
t
 
r
学
習
指
導
威
し

5

5

計
　
㌘
時
間

の
記
録
用
紙
の
指
導
目
標
欄

い
な
い
'
蝣
m
j
&
白
蝣
'
'
r
l
Z
l
'
z
T
-
P
-
^
^
^
聖
.
-
:
f
'
た
点
は
T
.
W
W

,
-
(
。
‥
.
・
{
良
-
c
I
蝣
:
?
・
」
・
>
-
>
:
:
"
:
;
:
」
#
付
目
し
'
蝣
)
'
J
ら
に
い
か
,
J
T
㌫
浮
T
f
.
れ
教

材
と
し
て
'
プ
リ
ソ
ト
を
用
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
材
の
配
列
の
坤
に
t
 
P
L
 
I

の
学
兄
「
自
分
に
つ
い
て
考
え
る
」
艦
寄
せ
る
指
導
者
と
し
て
9
意
欲
は
う
か
.

・
"
,
-
1
-
^
2
i
v
叫
。
'
・
‥
・
山
?
>
i
-
!
2
-
蝣
'
.
蝣
-
!
:
T
‥
j
-
-
¥
二
蝣
y
.
-
"
1
>
」
・
に
'
t
,
"
れ
て
い
た
・
当
時
の
…
"
‥
、
-
ォ
ー
!
.
・
-
.
は
'

一
言
.
i
ォ
c
>
:
;
-
,
.
い
-
?
-
・
*
/
て
ほ
し
・
i
'
^
i
C
i
-
A
I
Z
.
‥
柑
;
サ
.
 
-
ォ
蝣
:
C
-
i
'
i
J
点
.
.
;
>
一

し
た
周
囲
の
事
情
の
中
で
敢
え
て
散
会
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
,

次
の
単
元
は
5
3
年
6
月
8
日
月
曜
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
わ

注
～

か
る
の
翼
こ
の
6
月
8
日
か
ら
冒
誌
」
と
だ
け
書
か
れ
た
「
学
習
指
導
日

誌
」
を
つ
け
始
め
て
い
る
や
り
で
濁
る
。
そ
の
日
誌
に
'
「
昨
日
野
地
先
生
の

と
こ
ろ
へ
行
漣
単
元
の
教
示
を
う
げ
、
」
と
心
、
「
新
し
い
単
f
t
<
入
る
期
待
の
]

マ
マ

た
め
か
疲
れ
な
か
っ
た
。
」
と
か
へ
「
導
入
の
む
ず
か
し
さ
を
又
し
て
も
し
ら
さ

れ
る
。
」
と
か
書
い
て
い
る
。

二
　
単
元
　
小
説
を
読
も
う

導
入
　
1

蝣W4--

l
l
.
 
'
-
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'
-
'
・
*
,
い
、
・
.
蝣
-
.
-
 
'
0
-
1
-
.
・
'
-
:
;
-
ォ
<
蝣
蝣
て
い
*
.
t
-
f
-

「
高
等
学
校
入
学
と
い
う
大
き
な
転
機
に
当
り
自
己
を
知
る
こ
.
と
の
重
要
さ

を
知
る
と
共
に
そ
こ
か
ら
ど
う
し
た
ら
自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
'
教
養
の
問
題
も
起
こ
っ
て
-
る
。
そ
の
意
味
か
ら
い
っ

て
高
等
学
校
三
ヶ
年
の
導
入
単
元
と
も
い
.
ん
t
f
-
又
、
直
接
打
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打
ち
虚
器
丸

い
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:
;
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初
の
記
録
用
紙
に
は
り
つ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
み
る
と
(
.
四
領
域
を
で
き
る
だ

け
指
導
も
_
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ー

こ
の
単
元
の
指
導
目
標
は
次
の
よ
う
に
宰
い
て
い
る
。
;
.

F
前
単
元
の
延
長
と
し
て
教
養
の
重
要
さ
が
問
題
と
な
っ
て
く
.
凛
そ
う
も

て
こ
の
教
養
の
中
'
重
要
な
範
餌
を
占
め
る
も
の
に
小
説
が
あ
る
。
小
説
に
対

す
る
興
味
を
よ
び
起
こ
し
'
_
 
・
読
み
方
を
考
え
'
こ
の
単
元
が
終
わ
る
と
夏
休
み

に
な
る
の
で
琵
寄
す
る
こ
と
に
よ
り
有
意
義
に
す
ご
さ
せ
た
い
。
」

三
　
単
元
　
映
画
と
頓
劇
の
理
解
を
深
め
る

導
入
A
　
演
劇
の
創
造
過
程
の
研
究

演
出
の
手
引
　
岡
倉
士
朗
　
(
I
l
l
孟
柑
窮
)

水
泥
棒
・
真
船
　
豊
　
(
プ
リ
ソ
上
　
,
、

計
　
お
時
間
'

こ
の
単
冗
は
二
学
期
の
授
業
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
9
月
2
日
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
「
指
導
日
放
」
の
欄
に
は
「
生
徒
の
日
常
生
活
と
深
い
関
係
を
持
つ
映

画
・
演
劇
・
放
送
劇
に
対
す
る
奴
解
を
深
冷
'
効
果
的
な
文
化
摂
取
の
態
度
を

養
う
.
」
と
あ
る
。
輸
劇
に
時
間
を
か
け
過
ぎ
て
映
画
は
準
え
ず
'
放
送
劇
は

ラ
ジ
オ
・
1
ド
ラ
マ
を
テ
ー
プ
コ
ー
ダ
に
録
音
し
て
開
か
せ
た
だ
け
で
終
わ
っ
た
。

私
の
知
識
の
琴
乙
の
あ
っ
た
分
野
で
あ
り
'
ど
う
し
て
も
設
定
し
た
か
っ
た
単

E D C

短
歌
作
品
・
(
文
学
編
)
.
9

俳
句
の
拝
借
と
叙
景
　
島
田
青
峰
　
(
文
学
縮
)
　
3

俳
句
作
品
+
(
文
学
拓
一
　
3
.

元
だ
け
に
'
時
間
が
か
か
っ
た
。

四
　
単
R
・
L
短
歌
ノ
俳
句
に
親
し
む

W

E

M

S

B

ノ

A
　
#
.
は
だ
れ
に
で
も
作
れ
る
　
窪
田
空
穂
二
文
学
拓
)

F
q
 
u
・
語
七
文
語
(
i
j
u
n
語
婦
一
　
2

計
　
2
2
時
間

こ
の
単
苑
は
1
0
月
2
3
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
単
R
に
な
る
と
'
単
冗

設
定
理
由
と
目
標
の
二
項
目
に
分
け
て
「
指
導
目
標
」
の
欄
に
記
入
し
て
い
る
C
.

す
な
わ
ち
'
・
単
元
設
定
の
理
由
と
し
て

「
1
　
自
然
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
7
手
段
と
し
て
の
短
詩
形
文
学
の
理
解
に

は
秋
と
い
う
時
期
が
適
当
と
考
え
た
。

2
　
古
典
単
元
が
次
に
ひ
か
え
て
い
る
の
で
t
.
そ
Q
準
蹄
古
い
い
い
ま
わ
し

に
な
れ
さ
せ
る
。

3
　
グ
ル
ー
プ
学
習
か
ら
個
人
学
習
に
移
り
た
い
。
短
詩
形
は
そ
の
指
導
の

も
っ
と
も
適
当
な
形
式
で
あ
ろ
う
。
」
　
′

と
あ
げ
て
い
る
.
目
標
と
し
て
は

「
l
　
生
活
を
豊
か
に
す
る
一
手
段
と
し
て
短
詩
形
を
理
解
ん
あ
じ
わ
う
。
＼

2
　
文
語
に
な
れ
る
0

3
　
短
詩
形
が
作
れ
る
よ
う
に
な
る
。
」
ハ

の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

今
ま
で
.
の
単
元
の
目
槙
が
総
括
的
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
単
元
か
ら
分
析
的

に
な
っ
て
い
る
?
そ
れ
だ
け
'
教
材
が
深
く
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

え
よ
う
。
・

玉
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単
元
　
私
達
の
生
活
と
古
典
の
つ
な
が
り
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B
　
十
訓
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窮
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C
　
徒
然
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(
文
学
編
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D
一
字
治
拾
退
物
語
(
文
学
編
)

E
　
平
家
物
語
.
(
文
学
窮
「
・

F
　
現
代
文
学
と
古
典
∵

G
　
ま
と
'
め
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の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
~
い
て
'
研
究
発
表
の
形
で
し
て
い
る
。

六
・
.
単
元
　
茨
文
入
門

導
入
　
4
1

A
　
よ
く
日
常
使
わ
れ
る
こ
と
ば
　
(
プ
リ
ソ
上

C
!
　
-
-
q
'

1
1
月
2
6
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
こ
.
Q
単
元
は
t
.
第
7
学
年
で
は
唯
1
の
古
文
り

を
と
り
あ
げ
た
単
元
で
あ
っ
た
.
そ
れ
だ
け
に
時
間
数
も
三
十
四
時
間
と
な
p

て
い
る
。
時
間
の
記
録
の
方
法
も
'
こ
の
単
冗
か
ら
は
通
し
た
時
間
と
な
っ
.
P

い
る
,
0

指
導
目
標
と
し
て
は
」
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
入
学
直
後
の
調
査
l
i
ご
も
あ
っ
た
が
'
生
徒
は
古
典
に
漠
然
と
し
た
関
心
香

有
し
て
い
て
や
り
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
る
。

l

こ
の
里
冗
を
や
る
こ
七
に
よ
り

1
　
古
典
の
意
義
∴

2
1
古
典
の
領
域
に
ま
で
読
書
生
活
を
ひ
ろ
げ
る

J

_
 
3
　
文
語
文
法
の
初
歩
的
理
解
・
.

.
4
　
古
い
時
代
の
入
野
生
活
等
の
理
解
‥

と
い
う
目
標
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
我
々
.
Q
現
在
の
生
活
と
の
つ
な
が
り
に
お
い
て
考
え
て
み
た
,
い
?
A

単
元
設
定
の
理
由
と
自
壊
と
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。

F
の
現
代
文
学
と
古
典
に
つ
い
て
は
,
I
.
芥
川
龍
之
介
の
「
昇
」
と
宇
治
拾
退

物
語
の
「
昇
長
僧
の
こ
と
」
'
同
じ
-
芥
川
の
「
地
獄
変
」
と
十
訓
抄
の
「
絵
仏

師
良
秀
」
'
太
宰
治
「
癌
取
り
」
と
宇
治
拾
退
物
語
「
鬼
に
癖
取
ら
る
る
こ
と
」

B
　
和
漢
朗
詠
集
　
(
文
学
編
)
.
w
-
<
o

c
　
故
事
熟
語
∴
文
学
締
)
　
t
-
-
^

D
　
漢
文
練
習
_
ヲ
リ
ソ
上
　
2
-
3

5
3
年
度
第
7
学
年
最
後
の
単
元
で
あ
る
。
糾
年
2
月
1
1
日
か
ら
実
施
し
て
い

る
Q
　
「
指
導
目
標
」
欄
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

.

.
「
漢
文
を
ど
の
程
度
必
修
の
範
囲
で
学
ば
せ
る
の
か
へ
学
ば
せ
る
の
が
適
当

な
の
か
わ
た
し
に
は
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
こ
の
単
冗
で
は
二
年
に
な
り
漢
文
を

選
択
す
る
生
徒
の
関
係
も
あ
り
初
歩
の
や
さ
し
い
文
章
が
読
め
る
よ
う
に
な
る

こ
と
に
白
旗
を
お
-
。
」

.
導
入
で
漢
字
を
扱
い
へ
A
の
「
よ
く
日
常
使
わ
れ
る
こ
と
ば
」
で
、
意
味
・

意
味
の
由
来
・
訓
読
と
指
導
し
て
1
B
の
和
漢
朗
詠
集
へ
.
つ
な
い
で
い
る
。

こ
の
単
元
を
す
ま
せ
て
、
5
3
年
度
の
最
後
の
二
時
間
を
学
年
の
評
価
と
し
て
、

学
習
者
に
一
年
間
の
反
省
を
ア
ソ
ケ
-
ト
を
中
心
と
し
て
書
か
せ
,
て
い
_
る
。
そ

の
ア
ソ
ケ
1
.
ト
の
結
果
を
次
の
よ
う
に
r
国
語
学
習
綴
j
の
最
後
の
用
紙
に
赤

心
ソ
ク
で
記
入
し
て
い
る
。
一

〇
　
授
業
の
進
め
方
大
体
よ
い

○
　
研
究
発
表
無
意
味
と
有
益
の
二
通
り
に
分
か
れ
る

○
　
時
間
前
の
復
習
大
い
に
よ
ろ
し

○
　
古
典
の
進
度
早
い

○
　
研
究
の
手
引
等
の
プ
リ
ソ
ト
有
益

W-



'
・
.
〇
　
教
師
の
話
法
に
つ
い
て
は
'
早
口
へ
蝣
:
.
f
f
i
尾
の
は
っ
き
り
し
な
い
が
少
数
.

▼
▼

.
〇
_
作
文
多
い
、
少
い
二
つ
の
意
見
に
分
れ
る
.
・

.

.

.
こ
う
し
て
'
5
3
年
度
の
記
録
は
1
年
間
と
も
か
-
も
続
け
ら
れ
た
.
・
r
国
語
学

習
指
導
綴
j
六
十
枚
が
7
年
間
の
形
で
あ
っ
た
。
六
つ
の
単
刀
を
百
五
十
六
時

間
(
試
験
な
ど
除
-
)
　
か
け
て
や
っ
て
い
る
。
こ
の
六
つ
の
単
R
を
貫
く
も
の

は
「
教
養
を
中
心
と
し
た
と
ら
え
方
か
ら
生
ま
れ
た
文
章
の
型
態
別
学
R
と
い

え
る
?
今
後
さ
ら
に
'
単
元
学
習
に
つ
い
て
ど
う
い
う
理
解
を
し
て
い
た
か
と

い
う
点
か
ら
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

5
4
年
度
(
昭
和
二
十
九
年
匿
は
'
第
二
学
年
の
必
修
で
あ
る
国
語
(
甲
)

三
単
位
を
担
当
し
た
。
前
年
度
受
け
持
っ
た
普
通
科
全
員
四
ク
ラ
ス
に
加
え
て

生
活
科
一
ク
ラ
ス
を
担
当
し
た
。
つ
ま
り
第
二
学
年
全
員
の
国
語
(
甲
)
　
五
ク

ラ
ス
十
五
時
間
を
担
当
し
た
。
そ
れ
以
外
に
第
7
学
年
の
国
語
(
乙
)
　
二
単
位

(
選
択
・
古
文
)
　
を
二
ク
ラ
ス
担
当
し
た
。

第
二
学
年
の
国
語
　
(
甲
)
,
の
教
科
書
は
」
第
1
学
年
の
時
と
同
も
く
大
阪
教

育
図
書
の
T
新
国
語
・
文
学
編
二
ェ
豊
相
続
二
.
)
で
あ
る
。
5
4
年
度
は
朗
年
4

月
9
日
か
ら
授
業
を
始
め
て
い
る
.
な
お
'
校
舎
改
築
の
た
め
'
6
月
中
旬
ま

で
図
書
室
で
'
第
二
学
年
の
私
の
担
当
の
授
業
は
行
わ
れ
て
い
る
。

1
　
単
冗
　
近
代
詩
の
流
れ

導
入
　
T
-
I
-
<
N
時
間

I
.
近
代
詩
の
流
れ

-
・
　
蝣
-
i
^
~
i
'
:
l
l
-
'
r
z
 
X
小
∴
ハ
　
∴
U
城
一
日
は
・
'
I
~
・
L
l
l
r
-
u
^
に
-
,
-
り

凹
c
l
a
S
^
i

蝣
.
C
O
蝣
・
上
田
　
敏
　
鷺
の
歌
　
t
~
-

4
　
北
原
白
秋
　
か
ら
松
　
0
0
-
S

5
二
歳
村
光
太
郎
　
秋
の
祈
り
　
n
～
1

.
6
　
犀
星
と
暮
鳥
・
t
>
　
萩
原
朔
太
郎
・
8
三
好
達
治
　
い
ず
れ
も
自
習

い
ず
れ
も
文
学
拓
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
詩
で
あ
る
。

r
国
語
学
習
指
導
表
し
・
と
表
題
は
変
わ
っ
た
が
'
記
録
用
紙
の
形
式
は
変
わ

っ
て
い
な
い
。
-
そ
の
「
指
導
日
培
」
.
Q
欄
に
は
へ
　
こ
の
単
元
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。

「
詩
は
と
ど
の
つ
ま
り
感
性
的
で
あ
り
'
ロ
マ
ソ
チ
シ
ズ
ム
の
産
物
だ
と
思

う
。
と
の
詩
と
青
年
期
と
は
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
る
?
ま
た
高
校
二
年
と

い
う
時
代
は
詩
を
要
求
す
る
時
期
だ
と
思
う
O
日
本
の
近
代
詩
の
流
れ
を
大
ざ

マ
マ

っ
ぱ
に
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
'
詩
に
向
う
こ
こ
ろ
を
ひ
ら
曹
た
い
O
」

今
考
え
て
み
る
と
'
随
分
強
引
な
目
標
で
あ
る
.

5
月
2
4
日
の
日
誌
(
こ
の
年
は
二
九
五
四
年
度
国
語
学
習
指
導
日
誌
」
と

ー
†

表
題
を
し
て
い
る
)
l
に
よ
る
と
t
,
「
近
代
詩
は
さ
ん
ざ
ん
の
て
い
ら
Y
で
終
っ

て
し
ま
っ
た
.
.
坐
-
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
。
」
と
あ
る
。
嬰
R
の
主
題
が
大
き
過

ぎ
た
の
で
あ
る
。

二
　
単
元
　
長
編
小
説
を
読
む
`

導
入
　
1

㍗ JO7--

A
　
三
四
郎
　
夏
目
淑
石
r
.
(
文
学
編
)

B
　
長
編
小
説
　
川
端
康
成
　
(
文
学
節
)

・

*

!

=

]

R

i

:

6

2

9

2
　
蒲
原
有
明
　
日
の
お
ち
ば
　
5
-
6

C
　
姉
と
弟
　
ロ
マ
ソ
・
ロ
ー
ラ
ソ
　
(
文
学
編
)
　
s
-
a

5
月
2
4
日
か
ら
こ
の
単
元
は
始
ま
っ
て
い
る
。

.
「
指
導
目
標
」
の
欄
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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「
生
徒
の
-
闘
志
因
も
入
学
時
に
く
ら
ペ
る
と
ず
い
ぶ
ん
広
く
多
彩
に
な
っ

て
い
る
。
小
説
な
ど
も
か
な
り
程
度
の
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
,

能
率
的
な
読
み
方
'
鼻
に
つ
-
読
み
方
と
い
う
点
で
は
ま
だ
十
分
で
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
?
.
そ
こ
で
長
締
小
説
を
中
心
と
し
て

〇
・
・
畠
編
小
説
の
特
質

○
読
書
の
整
理
・
∵

`
〇
レ
.
ポ
T
・
ト
の
.
書
き
方

と
い
う
点
に
目
横
を
お
い
て
指
導
し
て
行
き
た
い
?
A

教
科
書
の
順
序
で
侶
「
姉
と
弟
」
「
三
四
郎
」
「
長
編
小
説
」
で
あ
脅
T
J
の

順
序
を
変
え
た
の
は
'
岳
編
小
説
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
へ
「
三
四
郎
」

を
読
ん
だ
上
で
T
説
朋
的
文
章
の
「
長
編
小
説
」
を
具
体
的
に
つ
か
ま
せ
る
た

-
.
・
i
i

-
'
>
i
-
・
一
-
,
-
i
「
z
j
-
'
X
J
-
」
.
ほ
カ
I
「
・
・
'
-
'
I
T
-
'
"
人
K
:
'
1
し
・
=
㍗
卜
<
蝣
'
:
>
-
v
-
>
-
t
L
一

し
て
扱
っ
て
い
る
9
、

一
ニ
ー
'
'
!
J
.
7
'
.
"
∵
!
.
蝣
-
、
/
'
.
'
.
'

導
入
.
1
・

l

v
¥
:
v
二
蝣
蝣
蝣
蝣
)
.
I
.
蝣

;
.
蝣
)
.
.
.
.

.
U
の
単
元
は
9
月
甘
口
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
.
第
7
学
年
の
畢
冗
「
映
画
と

損
劇
の
理
解
を
深
め
る
」
が
演
劇
だ
け
に
な
っ
.
た
こ
と
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ

一
る
。
n
に
つ
い
て
.
1
㌢
;
-
-
・
'
什
に
・
、
.
.
-
,
-
;
v
y
-
・
蝣
"
蝣

_
2
m
:
り
、
-
.
・
-
-
*
v
:
控
.
関

係
す
る
部
門
に
つ
い
て
個
人
を
指
名
し
て
研
究
す
る
よ
う
に
言
っ
て
あ
っ
た
e

ま
た
、
新
聞
・
雑
誌
の
映
画
評
を
集
め
て
比
較
す
る
こ
と
と
、
映
画
の
実
態
調

査
表
作
成
と
に
,
つ
_
い
て
は
グ
ル
L
プ
に
依
頼
し
て
研
究
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
・

四
　
単
元
ユ
和
歌
・
発
句
・

導
入
_
1

A
　
万
葉
集
(
文
学
縮
)
　
7

B
　
四
季
の
歌
(
文
学
蔚
)
　
C
D

'
J
　
亡
ハ
　
　
　
(
i
-
2
丁
目
蝣
蝣
!
I
　
　
　
い
T

計
　
1
3
時
間

。
力
巾
T
^
V
.
:
'
C
人
(
.
-
*
v
-
-
:
-
:
H
r
-
'
+
-
.
ォ
o
サ
こ
0
-
H
は
{
蝣
:
i
!
,
:
z
:
o
「
」
蝣
;
;
㌦
ま

た
教
材
ご
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
は
不
明
で
あ
る
。

~
「
非
常
に
大
き
な
単
元
で
あ
る
の
で
限
ら
れ
た
時
間
に
扱
う
の
に
か
な
り
苦

労
で
あ
る
。
」
と
'
「
指
導
日
額
」
欄
に
感
想
と
も
い
え
る
留
意
事
項
を
述
べ
た

上
で
'

l

「
1
古
典
の
単
元
は
毒
か
ら
1
遠
目
で
あ
り
這
莞
が
散
文
で
あ
っ
た
　
僻

の
に
此
し
て
'
短
詩
形
で
あ
る
の
で
∵
こ
の
点
を
利
用
し
て
t
,
理
解
と
親
し
み
　
.
 
I

を
深
め
た
い
。

2
　
万
葉
・
古
今
・
新
古
今
の
変
遷
1
芭
薫
と
蕪
村
の
ち
が
い
な
ど
を
は
.
っ

き
り
つ
か
ま
せ
た
い
。
・
_

マ
マ

3
・
我
々
の
共
感
を
呼
ぶ
も
の
'
そ
う
で
な
-
分
り
に
-
い
も
の
な
ど
を
理

解
し
'
祖
先
の
心
と
我
々
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
。

4
.
文
法
も
助
動
詞
・
助
詞
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ
る
も
の
は
マ
ス
タ
1
し
た

い。」
と
四
項
目
あ
げ
て
い
る
。
指
導
目
標
と
し
て
の
表
視
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
1

五
　
単
元
.
紀
行
.

導
入
　
1

A
.
・
奥
の
細
道
　
(
文
学
蔚
)
‥
　
2
-
1



男
-_ i3

旅
の
単
著
ね
ら
い
な
が
ら
へ
「
奥
の
細
道
」
だ
け
に
終
わ
っ
た
哀
竺

尊
兄
で
ぁ
る
。
能
力
別
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
指
導
し
て
い
る
。

二
ハ
　
畢
刀
　
郷
土
と
文
学

w

入

　

1

蝣
-
<
蝣
浜
詩
　
頼
山
陽
・
菅
茶
巾
　
2
-
3

B
元
歌
菅
井
男
・
.
 
%
射
憲
富
　
C
。
-
.
 
5

C
・
.
小
瀧
.
.
田
油
花
寧
・
志
賀
直
哉
・
.
林
芙
美
子
・
井
伏
鱒
二
　
6
i
1

3
　
U
-
f
-
'
.
 
'
-
1
O
l
^
廿
　
l

t
　
生
食
雅
文
　
-
S
3

.
ま
と
め
.
a

t
ー
学
習
者
に
興
壊
T
関
心
を
持
た
せ
る
教
材
は
な
い
か
と
考
え
続
け
て
い
る
中

に
-
<
W
Z
t
-
.
v
'
J
p
i
-
i
.
;
'
㌫
元
字
　
,
"
'
:
J
-
'
J
っ
た
o
;
?
'
z
元
「
郷
土
主
・
:

'
こ
L
J
I
,
っ
て
・
-
;
-
v
-
蝣
‡
'
v
」
<
0
%
:
i
:
>
*
h
>
S
,
 
-
<
二
_
.
'
<
.
>
・
二
,
い
つ
,
¥
2
1
'
>
~
;
¥
<
i

L
J
C
]
蝣
>
蝣
蝣
圭
L
J
ォ
:
<
t
z
-
1
て
い
n
-
:
'
這
「
i
.
1
T
I
J
-
>
1
V
と
は

言
'
¥
'
u
i
喜
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J
っ
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い
る
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心
L
j
-
h
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.
 
'
i
;
;
-
'
.
 
'
;
・
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<
蝣
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,
;
,

文
章
形
態
'
古
典
と
現
代
文
と
、
今
日
の
総
合
化
の
芸
9
g
.
て
を
持
っ
一
て
小

る
。
総
合
化
と
い
う
こ
と
も
形
に
こ
だ
わ
る
も
の
で
な
く
学
習
者
を
中
心
に

軍
手
学
習
指
導
を
考
え
る
時
自
然
に
形
に
表
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

5
5
年
1
月
1
0
月
か
ら
実
施
し
た
こ
の
単
元
は
'
三
学
期
中
か
か
っ
た
・

弘
年
度
の
r
国
語
学
習
指
導
表
1
は
こ
う
し
て
六
つ
の
単
音
八
十
五
時
間

で
実
施
し
た
,
記
録
と
な
っ
て
い
る
.
畠
録
用
紙
は
八
十
二
枚
あ
る
二
二
単
位
八

十
五
時
間
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
年
休
・
出
張
な
ど
の
自
習
を
除
き
,
読

験
を
除
い
力
日
数
で
為
る
。
さ
ら
に
校
舎
改
築
が
あ
り
,
朗
年
6
月
1
6
日
の

T
e
l
:
宗
H
S
S
G
-
a
i
r
-
j
j
i
i
T
I
¥
a
U
^
-
・
U
:
,
v
ハ
i
?
*
」
」
-
.
(
・
-
-
山
・
J
宗
で
少

L
で
た
・
ど
た
し
た
」
云
々
の
記
事
が
あ
る
の
で
'
特
に
こ
の
年
は
少
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
.
、

)

5
5
年
度
(
昭
和
三
十
五
年
度
)
心
・
第
三
学
年
普
通
科
の
国
語
(
甲
)
7
1
箪

位
四
ク
ラ
ス
士
蒔
問
と
'
義
二
学
年
普
通
科
の
周
語
(
N
)
二
単
位
四
ク
ラ

ス
'
i
l
'
f
Z
^
s
j
T
P
1
-
'
い
　
　
　
苗
‥
0
.
1
(
印
こ
i
^
T
-
i
!
ェ
ド
;
I
;
}
-
蝣
蝣
,

朗
年
度
第
二
学
年
普
通
科
の
・
生
徒
会
雪
持
ち
上
空
た
わ
ガ
で
ぁ
K
>
-
教
科

書
も
大
阪
教
育
図
書
r
新
編
国
語
L
で
あ
り
t
 
r
文
学
撃
I
-
 
-
.
*
嘉
璽
こ
で

あ
る
。輿丁
l
月
　
　
　
　
　
　
∴
・
言
質
o
r
;
:
,
]
は
,
'
.
.
:
:
i
r
.
'
蝣
蝣
:
'
i
r
J
J
I

し
た
単
元
で
あ
る
。

7
　
単
元
.
美
の
探
究

導
入
　
1
時
間

<
　
二
月
　
汗
⊥
　
　
(
i
-
.
:
.
・
:
・
*
&
)
　
-
"

E
q
　
ロ
ダ
ン
の
言
葉
(
文
学
蔚
)
　
i
>
-
2

c
　
ま
と
め
の
テ
ス
ト
　
l

「
　
　
　
ふ
】
-
-
蝣
:
i
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-
'
K
x
l
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し
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r
-
i
x
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.
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1
-
'
-
*
^
.
-
1
*
-
-
'
-
'
・
'
¥
¥
I

.
絹
誹
醍
鮮
毒
っ
o

O
　
今
ま
で
の
二
年
間
の
単
罪
は
文
学
的
素
材
が
多
か
っ
R
.
。
年
齢
的
に
い

っ
て
も
更
混
広
い
視
野
へ
興
味
を
む
け
さ
せ
た
い
。
.
し
か
も
仏
像
と
か
建
築
と

-
　
　
い
t
h
ん
)
の
L
^
l
^
>
:
K
-
s
.
¥
.
i
:
i
-
-
'
,
.
;
z
.
^
…
へ
'
<
.
{
'
・
、
‥
汚
し

た
い
.
」
.

と
雀
ペ
て
い
る
。
こ
の
単
音
当
時
、
私
自
身
が
関
心
を
持
っ
て
い
た
分
野
で

ioe

ド
.



も
あ
っ
た
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二
　
単
元
　
古
典
の
世
界

∴
・
導
入
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:
/
<
<
　
源
氏
物
語
(
文
学
爵
)
　
m
-
3

B
俊
空
文
学
'
ォ
)
了
-
5

C
　
平
太
郎
殿
　
(
文
学
崩
)
　
l
～
3

・
ま
と
め
　
4
、
～
5

計
　
2
2
時
間

七
の
単
元
は
5
5
年
5
甘
.
1
0
日
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
・
「
源
氏
物
語
」
は
禰
壷

の
巻
の
命
婦
肝
桐
壷
更
衣
の
母
君
を
訪
れ
る
部
分
と
'
衰
紫
の
巻
の
源
氏
か
紫

の
上
」
'
H
S
¥
J
V
.
¥
ろ
l
亮
で
i
-
?
.
.
1
*
「
^
^
J
は
V
=
-
.
-
t
f
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.
?
.
,
;
.
>
「
王
ハ
‥
3
E
.
I

は
層
鶴
_
の
「
世
間
胸
算
凋
」
.
に
あ
る
も
9
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
教
科
書
に
あ
る

か
・
カ
と
朔
笥
げ
た
も
の
で
、
.
三
つ
の
作
品
に
つ
な
が
り
を
考
え
た
わ
け
で
は
な

い
。
「
'
:
'
-
*
!
:
‖
一
日
」
の
用
に

「
○
　
注
釈
書
を
利
用
す
る
態
度

l 
I

〇
文
章
法
の
初
歩
「
　
　
　
　
　
　
こ

.
今
ま
で
'
文
法
ど
い
う
と
品
詞
分
解
だ
け
に
終
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ

*
J
,
-
'
.
#
r
U
の
・
.
j
H
-
サ
"
・
;
・
-
ー
・
r
-
-
f
-
;
し
た
い
。
」

と
述
べ
て
小
る
?
文
章
法
の
初
歩
に
関
し
て
は
'
理
念
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る

感
が
あ
る
が
'
佐
成
謙
太
郎
一
_
「
対
訳
源
氏
物
語
」
を
用
い
た
り
'
「
俊
寛
」
の

レ
n
」
ド
を
聞
か
せ
た
り
'
「
平
太
郎
殿
」
の
あ
ら
す
じ
を
四
百
字
以
内
に
ま

と
幼
さ
.
せ
上
り
し
て
'
、
盲
典
を
口
語
訳
だ
け
に
し
な
い
指
導
の
く
ふ
う
は
見
ら

∴
導
入
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A
∵
先
師
の
こ
と
ば
去
来
抄
　
(
文
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編
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^
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徒
然
草
論
　
小
林
秀
雄
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窮
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散
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額
文
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>
月
ノ
6
日
か
ら
始
ま
っ
L
t
J
い
る
.
.
「
指
導
目
標
」
の
欄
に
は
「
断
片
的
に
は

A
?
.
の
ジ
ャ
ツ
L
ル
ー
ま
あ
つ
か
っ
て
き
た
が
'
ま
と
ま
っ
て
扱
う
の
は
こ
れ
が
唯
一

で
あ
る
。
」
七
述
べ
て
い
る
だ
け
で
'
単
元
を
統
括
す
る
月
標
は
瀧
定
し
て
.
い

な
い
。
・
四
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元
　
国
語
の
反
省
・
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し
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る
困
難

E
t
f
'
O
E
-
‥
　
ほ
小
　
∴

Ⅱ
　
国
語
自
習
(
言
語
窮
)

ォ
.
.
i
l
l
'
墓
相
生
活
の
問
題
点
　
眉
尾

・
C
.
美
し
い
日
本
語
　
大
木
博
夫

サ

^

3

凹

凡

C
l
n
語
福
一

実
二
言
語
窮
)
∴
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計
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1
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時
間
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-⊥ユ10

こ
の
嬰
刀
は
1
0
月
2
8
日
か
ら
実
施
も
て
い
る
。
=
「
指
導
月
額
」
,
9
欄
瀧
は
'

れ
る
。三
　
単
元
.
評
論

「
　
蝣
-
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"
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述
べ
て
い
る
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-
H
-
-
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C
　
老
-
<
一
ル
ザ
ッ
ク
　
(
文
学
編
)
　
.
H
 
T
j
l

計
　
1
4
時
間
　
∴

1
1
月
8
日
か
ら
始
ま
っ
た
第
三
学
年
最
後
の
単
刀
で
あ
る
。
A
と
C
は
教
科

書
の
単
元
「
文
芸
の
許
」
の
中
に
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
と
と
も
に
あ
っ
た
。
・
r
サ

ェ
ニ
ス
の
商
人
」
恕
教
科
書
の
単
元
「
古
典
劇
」
と
し
て
、
「
俊
寛
」
「
年
来
稽

古
」
「
丹
波
与
作
」
と
と
も
に
あ
っ
た
。
「
俊
寛
」
は
「
古
典
の
他
界
」
で
扱
.
っ

て
い
る
。

こ
の
単
元
は
t
.
:
単
元
を
統
括
す
る
指
導
目
標
を
記
入
し
て
い
な
い
.

5
5
年
度
は
r
層
語
指
導
計
画
表
」
を
六
十
四
枚
使
っ
て
い
る
。
時
間
数
は
八

十
一
時
H
p
小
蝣
:
.
㍗
.
 
'
.
'

5
5
年
度
第
三
学
年
は
五
つ
の
単
元
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
年
度
で
注
目
さ

れ
る
の
は
'
五
つ
の
単
元
の
中
へ
三
つ
ま
で
が
論
説
文
を
中
心
と
し
た
単
元
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
甘
。

こ
う
し
て
三
年
間
の
学
習
指
導
の
記
録
は
終
わ
っ
た
。
5
6
年
2
月
3
唱
の

r
学
習
指
導
自
蔵
J
に
は
'

「
三
年
今
日
は
最
後
。
こ
れ
で
学
習
指
導
の
1
切
は
お
わ
り
.
と
う
与
っ
く

る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
考
え
て
み
た
い
.
」

と
宰
き
つ
け
て
い
る
。

・
こ
の
三
年
間
の
学
習
指
導
の
記
録
が
も
た
ら
し
た
も
の
を
あ
げ
て
み
る
と
'

次
の
三
点
に
な
る
。
・
'

1
t
.
記
録
す
る
.
こ
と
に
よ
り
[
]
:
学
習
指
導
に
対
す
る
と
ら
え
方
が
深
め
ら
れ

5
i気

負
い
か
ら
記
録
し
始
め
た
に
し
て
も
'
気
負
`
い
だ
け
で
三
年
野
青
枚
余

り
の
記
録
用
紙
を
残
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
に
忍
耐
が
必
要
だ
っ
た
.
1
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し
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し
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で
あ
・
っ
た
。
こ
れ
を
続
け
て
い
る
中
に
、
事
実
の
.
記
録
の
前
に
あ
る
指
導
計
画

を
ど
う
す
る
~
か
に
力
点
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
り
へ
　
r
国
語
指
導
計
画
表
ト
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
始
め
は
予
定
の
変
更
も
多
い
L
t
赤
イ
ソ
ク
で
書
き
込

ま
れ
た
反
軍
・
訂
正
も
多
い
。
・
.
 
・
次
第
_
ご
計
画
漁
り
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・
2
　
カ
ー
ド
混
よ
.
 
f
q
徽
材
研
男
を
生
み
油
す
・
 
・
」

二
年
日
学
>
2
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:
:
:
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っ
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と
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J
O
T
-
i
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・
蝣
H
i
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,
'
.
サ
.
こ
。
至
一
句

珪
3

昔
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
三
年
間
は
学
習
記
録
を
と
る
こ
と
と
カ
ー
ド
を
-

と
る
こ
と
を
併
用
し
て
い
た
。
し
か
し
'
過
去
の
実
践
を
生
か
す
こ
と
を
考
え
　
1

た
と
き
カ
ー
ド
中
心
に
切
り
換
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
方
法
の
切
り
換
え
は
,
l
l

一
つ
の
方
萱
徹
底
的
に
や
っ
て
み
て
・
・
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
カ
・
・
-
ド
ー

に
よ
る
教
材
研
究
が
単
な
る
思
い
つ
き
で
な
ぐ
内
か
ら
の
要
求
と
な
.
を
た
め

に
は
'
学
習
指
導
の
記
録
を
と
る
三
年
間
が
必
要
だ
っ
た
。
t
L

3
　
国
語
科
教
育
の
実
践
に
お
け
る
問
題
点
や
課
題
を
と
ら
え
る
目
を
育
て

る

5
3
年
度
か
ら
の
三
年
間
の
実
践
は
t
.
・
混
和
と
し
た
実
践
で
あ
り
'
・
自
分
の
恥

を
書
き
と
め
た
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
'
記
録
し
て
い
な
け
れ
ば

そ
の
当
時
の
日
常
生
活
の
中
に
理
投
L
t
消
え
て
し
ま
っ
て
'
三
十
年
経
っ
た

今
日
へ
思
い
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
Q
記
録
と
し
て
残
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
'
5
6
年
度
以
降
'
私
は
こ
の
記
録
を
出
発
点
と
し
て
'
作
文
や
論
説
文
の
指

叫
7
-
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-
K
へ
思
い
を
…
:
"
O
る
・
S
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に
な
っ
た
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自
分
の
実
践
を
あ
り
の
ま
ま
に
記
録
も
'
(
集
積
す
る
こ
と
に
よ
り
へ
お
の
ず

か
ら
私
の
進
む
べ
き
道
を
閃
い
た
の
が
5
3
年
4
月
か
ら
始
め
た
三
年
間
の
学
習

指
導
の
記
録
だ
っ
た
と
い
え
る
。
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指轟自壊 指癖 ナ画.. 学習活動 L. 時間
配当 準蹄計画

僻∵凄

「第　学年白　月　過至　月　過　総時間」は, 53年_L・

度の中途からなくなっている。
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